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これまで教科書の歴史的な発達の研究に関しては,主観的な手法にとどまっており,い

わゆる教科書発達史についての体系的な研究方法は確立されていないのが現状である。本
研究は教科書の特徴をより客観的な形で明らかにし提示していくことを目的とし,この分

野での新たな研究方法として明治から現代までの5セット(6種類)の中学校・高等学校

の英語教科書をそれぞれデータベース化し,コンピュータによって量的な分析を行なった。
(そのうち, 3セットは馬本他(2001)のデータを用いた。)分析結果として教科書ごと

の類似点や相違点が統一的な指標から明らかになった外,今まで一般に言われてきたり先
行研究で印象として指摘されてきた点が客観的な形で裏付けられた。
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く本研究の目的)

本研究は馬本,小篠,本間,松岡(2001)の「明

治・大正・昭和初期の英語圏科書の計量的分析:
The National Readers, The Globe Readers, The

StandardEnglish Readersの比較を中心として」の

継続研究として,中学校・高等学校の戦後初期と

現行の英語教科書と, The National Readers (以

下National), The Globe Readers (以下Globe),

The Standard English Readers (H. Palmer編,

なお,同名の教科書が竹原常太により出版されて

いる;以下Standard)との比較を,デジタル化

した教科書データをもとに語嚢数や特定の文法規

則の使用頻度,文章の難易度などを中心に量的に

分析し,明治から現代に至る英語教科書の変遷を客

観的な形で明らかにしていくことを目的としてい

m
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く分析対象とした教科書について)

分析の対象としたNew Jack and Betty; Step by

S壇) (以下Jack and Betty)とNew High School

English　以下High School English),そして

Sunshine English Course (以下Sunshine)は,

戦後直後から継続して教科書が出版されており編

者もほぼ一貫しているという理由から,開隆堂の

もので萩原恭平・稲村松雄・竹沢啓一郎による編

集のものを選択した.このうちJackandBettyと

High School Englis,柄ま昭和27年度の出版のもの

であり,昭和26年つまり戦後2回目の学習指導要

領の改訂された年に発行された中学,高校の英語

教科書である。 High SchoolEnglishは, Jack and

Bettyと時を同じくして同じ編者によって編まれた

ものであるため,本論文では鞄h School English

をJack and Bettyの高等学校版とみなし, High

School English booklと2をそれぞれJack and

Bettyのbook4と5として取り扱うために表記も

そのようにしてある。



62

Jack and BettyはJack and Bettyのシリーズの

うち初期のものである。このシリーズの教科書は

出版当時大変な人気があったようで, 「全国の中

学校の約4乱撃年(昭和24年)には約8割とも

言われる圧倒的多数の中学校で採用された(高梨・

出来(1993), p.220)」。その理由として高梨・

出来(1993)は戦争直後でアメリカへの意識や憧

れが非常に強かった当時,教科書からアメリカを

肌身で感じることができるような内容であったこ

とや,六・三・三制が導入されたばかりで新制中

学校の教師陣が整備されていなかったという状況

に合わせ英語教師にとって使いやすいように工夫

されていたことなどを挙げている(ibid,pp.220-

1)。確かに当時の社会的な状況を考えると,人気

の理由は内容的にアメリカの生活や文化を紹介し

ているというだけでなく現実の生活とはかけ離れ

た世界に触れることができるということそのもの

だったのであろう。後にこのシリーズの教科書は,

広く知られているようにその欠点が指摘されるよ

うになるが,高梨らの述べたとおり, 「酸界も欠

点もいくらかはあるにせよ,日本英語教育史に燦

然と光を放つ金字塔の一つ」であった(ibid.

p.235) c

High School Englishの内容は, unitごとに物

語,芝居,スポーツ,人間科学,伝記などの分野

に分けて構成されており,題材はほとんど英米

(特に米)のものから採られている。そして

booklはアルファベットの話やベーブ・ルース

の活躍,ワ-ズワースの詩など簡単なものから始

まり, book3ではバニヤンや聖書などへと移行

するなど計画的な配置がなされている。

Sunshinellは,平成8年出版で島岡丘,青木

昭六・松畑照一・和田稔他32名の著作のものを使

用した。内容でまず特徴的なことは豊かな国際性

と多くの挿絵や写真である。学習者と等身大であ

る日本人の中学生「久美」の活動を通して学習者

は世界で起こっていることを追体験し考えること

ができる。題材も日本と世界のことから広く採ら

れており,日本と世界との関係を通して国際理解

について考えを深めることができる　Sunshineは

Jack and Bettyのように会話形式を基に構成され

ているが,この二つの教科書が決定的に異なるこ

とは, Sunshineは会話の自然さ(Authenticity)

により重点をおいているということである。無論

このことは学習指導要領によるコミュニケーショ

ン重視の方針に鑑みると, Sunshineだけでなく

他のどの現行の教科書にも言えることであろう。

またSunshine bookl-3では発音記号が脚注でな

く側注となっており文のリズムや音調についても

取り扱われている点や,文法事項をコミュニケー

ション活動を通して学べる工夫がなされている点

も特徴的である。

く分析方法)

各英語教科書の本文をコンピュータに取り込ん

でデジタル化した後にそれぞれの分析を行なった。

語乗数や語嚢の使用頻度の分析(以下,語柔分析)

についてはWordsmithを使用した。また文章の

難易度の評価(以下, Readability)にはWord

2000を使用した。文法事項については,受動文

の分析ではWord2000を用いた。関係代名詞の

分析では各課ごとに関係代名詞を検索し,抽出さ

れたものの中から一つ一つ手作業で該当するもの

を確認し数えていった。

語桑分析では,各教科書の1冊ごとの総語数

(Token), 1授業時間ごとの語数,異語数

(Type), 1授業時間あたりの新語数,そして異

語数(Type)を総語数(Token)で割った百分比率

であるType/Token Ratioを計算した(Appendix;

表1参照)0

Readabilityの分析では,単語の長さとセンテ

ンスの長さとの比率の計算により30-50の値は

「難」, 60-70は「標準」,そして3-90は「易」と

いう基準で数値が割り出されるFlesch Reading

Easeでの分析,そして「学年レベル」で基準を

出すFlesch-Kincaid Grade Levelでの分析を行っ

た　Flesch-Kincaid Grade Levelという評価方

法は,米国などで読書教材などに「○年生レベル」

と明記することでその教材のレベルを客観的に示

すという判定のために使用される基準である。ま

た同じReadabilityの分析の中で,受動態が使用

されているセンテンスの頻度を比較する方法もあ

り,これも今回の分析で使用した。
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Appendix;表1語嚢分析の結果

く分析の結果と考察)

book 2　　　1+2　　2 book3　蝣　-2+3 book 4　　　-3+4

週時間数
Token (総語数)
週1時間あたりの年間語数
x35/40

1時間あたりの語数
Type C異語数)
週1時間あたりの年間新語
x3 5/40

1時間あたりの新語
Type/Token Ratio

2720　　　3065　　1751

book 3　　　-2+3 book 4　　　一-3+4 book 5　　　-4+5　　　5

7

15147　　　24109

2　63.857

6 .82449

2763　　　3438　　1 854

394.71 43　　　　　　　264.8571

I 1.27755　　　　　　　7.567347

1 8.24

7

20449　　　44558

292 .286

83,46531

3289　　　5013　　1575

469.8571　　　　　　　　　225

1 3.42449　　　　　　　6.428571
6.08

6

2285　　　67409

3808.5

08.81 43

41 12　　　6816　　1803

685.3333　　　　　　　　300.5

I 9.58095　　　　　　8,5857 1 4

17.99

困ESdil頭
Token (総語数)
週1時間あたりの年間語数
1時間あたりの語数
Type (異語数)
週1時間あたりの年間新語
1時間あたりの新語
Type/Token Ratio

book 3　　　-2+3 book 4　　　-3+4 book 5　　-4+5
7

48282　　　76954

6897,429

1 97.0694

2631　　2925　　1 983

375.8571　　　　　　283.2857

1 0.73878　　　　　　　8.093878

3.24

4668　　　5526　　　260

666.857　　　　　　　　371.5714

19.05306　　　　　　10.61633

9.67

5

50266　181987

0053.2

287.2343

6885　　1 1377　　　2582

1377　　　　　　　　　516.4

39,34286　　　　　　1 4.75429

3.7

過時間数
Token (総語数)
週1時間あたりの年間語数
1時間あたりの語数
Type (異語数)
週1時間あたりの年間新語
1時間あたりの新語
Type/Token Ratio

Jack and B ettv book book 2 1+2 2増分 book 3 ~ 2+3 培分 book 4 ~ 3+4 土曽分 book 5 ~ 4+5 増分 O verall
週時間数 5

4700

5 5 5 5 5 5 5 5 :s
Token(総語数) 9112 13812 10360 24172 ー2743 369ー5 ー4 753 51668 51663
週 1時間あたりの年間語数 940 1822.4 2072 2548.6 2950.6 2066.72
1 時間あたりの語数 26▼857 4 52.0685 7 59.2 72.8 7 4 84.30286 59.04914
Type t異語数 ) 67 118 1 1462 791 ー661 2334 872 2 171 3452 11ー8 2852 4862 14ー0 4862
週 1時間あたりの年間新語 ー34.2 236.2 ー58.2 332.2 174.4 434.2 223.6 570.4 282 94.48
1時間あたりの新語 3.834286 6.74857 1 4.52 9.49 1429 4.982857 12.40571 6.388571 ー6ー297ー4 8.057143 5.55657
Type/T oken Ratio 14ー29 2.95 ー6.06 7.04 9.33 9.4

Sunshne b0。k 1 book 2 1+2 2土曽分 book 3 ~ 2+3 曽分 b0。k 4 ~ 3+4 4増分 book 5 ~ 4+5 増分 O vera
過時間数 4 4 4 4 4 4 4 4 4 20
Token !総語数 ) 14 60 2872 4332 3032 7364 ー0 59 17523 E536 26059 26059
週 1時間あたりの年間語数 365 718 758 2539.75 2 34 302.95
1時間あたりの語数 ー0.42857 20.5 1429 2 .65714 72.56429 60.97 43 37.227 4
Type (異語数 ) 404 748 920 5 16 840 1336 4 16 1940 2572 1236 1786 3336 764 3336
週 1時間あたりの年間新語 TO T 187 ー29 2 10 104 485 309 446.5 ー91 66.8
1時間あたりの新語 2 .8857 14 5ー342857 3.685714 6 2.971429 13.85714 8.828571 ↑2.757ー4 5.457ー43 4.7657ー4
Type/Token Ratio 27.67 26.04 27.7 19.I 20 91 12 8

語曇分析(Appendix;表1参照)

絵語数(Token)

各教科書の総語数については, Nationalと

StandardのグループとGlobeとJack andBettyと

Sunshineのグループに大別することができる。

NationalとStandardの類似性については馬本他

(2001)が指摘しているとおりであるが,戦後の

教科書とNational, S,おndard, Globeとを比較した

場合, NationalとStandardの総語数は, Globe

とJack andBettyとSunshineに比べ圧倒的に多い

ことが分かる　NationalとStandardはそれぞれ

BarnesとPalmerという英語の母語話者によっ

て書かれたものであり,この違いは著者が母語話者

かそうでないかの違いによると捉えることもできる。

(ただ, Barnesは国語教科書として, Palmer

は外国語教科書として編まれたものであり,両者

の目的の相違には留意しておかねばならない)

1　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　5

book

図1総語数(Token)

各教科書の学年ごとの総語数の変遷を見ると

GlobeとJack and Bettyがスムーズな右肩上がり

の曲線を示しているのに比べ, Sunshineは

book4 (高1)の時点で,語数がNationalほど

ではないにせよ急激に増えているのがわかる。こ

の値の上昇は後に述べるReadabilityの分析の結

果とも呼応しており,英語学習について一般に言
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われている,中学校から高等学校に進学すると急

に難しくなるという印象がこの語桑分析でも裏付

けられていると考えられる。ただ,この現象がい

わゆる中学校と高等学校の現行の教科書全体に見

られる不連続性のためと実証するには,他の教科

書との量的データの比較や教科書の内容の質的な

変化の影響について総合的に分析する必要がある

と思われる。

異語数(Type)

異語数とは,各教科書の各巻を構成している単

語の数を示す(例えばandという語はどんなに

繰り返されても1と数える)。異語数では例えば

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3　　　　　　　　　4

book

図2　異語数(Type)

bookとbooksのように接尾辞がついた語も別個

の単語と認識するため,経験則として,算定され

た数値に0.75をかけた数が(原型)語数として解

釈される(小篠・中村　2001, p.40)c

異語数,学年毎の新語数, 1時間あたりの新語

数に共通する特徴は,総語数と同様に, National

とStandardのグループと, GlobeとJackand

BettyとSunshineのグループに大別できるという

点,またGlobeとJack andBettyの語数がそれぞ

れ一定の増加傾向を表している点である。また,

Sunshineの異語数が全体を通して最も少ないと

いう事実は,学習指導要領による新語数の縛りの

影響を受けた可能性もあるであろう。

Type/Token Ratio

Type/Token Ratioとは異語数を総語数で割っ

て百分率で表わした数値で,この値が高いほど異

語の出現頻度が高いことを示す。

°

謹20
c

c3

-g is
=

liさl
ど

g10
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1　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　　4

book

図5　Type/TokenRatio

各教科書の数値を各巻ごとに比較したグラフを

見ると, Sunshineの値が一貫して最も高い数値

を示していることが分かる。このことはSunshine

が総語数の中で新語の出現頻度が他よりも高いこ

とを示している。この理由としては,前述のとお

り学習指導要領によって新語数や教科書の頁数が

割り当てられていることが考えられるo

Type/Token RatioにおいてはStandardと

Nationalのグループ, GlobeとSunshine,そして

Jack and Bettyというグループに大別でき, Globe

とSunshineのグループが高い値を示している.

このことは,相対的にではあるが, Standardと

Nationalは総語数は多いものの新語は少なく,



GlobeとSunshineは少ない総語数に対し高い密

度で新語を導入しているという点で対照的な特徴

をもっていることを示している。一方Jackand

Bettyはそのちょうど中間にあり,一貫した緩や

かな上昇を示していることから新語の導入は計画

的に行なわれていることを示している。

戦後の教科書のデータが示す値については,こ

れらはすべて学習指導要領に基づいて編集されて

いるということが影響していると考えられるが,そ

れら戦後の教科書と岡倉によるGlobeの値が近似

していることは興味深いことである。岡倉由三郎

は周知のようにわが国の英語教育に多大な影響を

与えた人物であり,彼が「自己の理想を実現すべ

く編集した教科書」 (高梨・出来, 1993, p.231)

であるGlobeがその後のわが国の英語教科書の方

向性を決定づけたということは印象としてこれま

で何度も言われてきたが,今回の分析はそのこと

を客観的に裏付けるものといえるかもしれない。

Readability

Flesch Reading Ease / Flesch-Kincaid Grade Level

この分析方法は前述のように文章の難易度を示

すもので,値が高いほど内容が「易しい」ことを
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Sunshineはbooklからbook5を通して値の大

きな変化がないのに対し,他の4つの教科書では

明らかに学習が進むにつれて難しくなるように設

定されていることが分かる。このうち,小篠・

中村(2001)によるとNationaOまbooklでは極

めて平易な文章で始まっているがbook3頃から

急に難しくなり　book4,5では急激に難しくな

り最終的な到達目標としては日本人の英語学習者

には極めて困難と思えるようなレベルになってい

る(p.64)c　このことはNationalが,母語話者が

母語の学習者向けに書いたものであって,いわゆ

る輸入教科書であったことを考えると仕方のない

ことであったかもしれない。 (このことを明確に

実証するためには, Wilson読本他,当時の他の

教科書との計量的比較を行わなければならないの

は当然である。)またStandardはbook2で異語

数の急激な増加と呼応して急激に難しくなってお

り, book5では9.7学年と特に難しくなっている

ことから「難しい教科書」であるといえる(ibid.

p.169)c　これに比べGlobeの難しさは緩やかに進

展し「全体としては比較的読みやすい」教科書と

なっているといえる(ibid.p.99)c

Sunshineがbook3からbook4への変化の段階

で他の巻との間より難しくなっていることは前述

のとおりである。ただ他の教科書と比べると急激

とは言えずむしろかなり安定しており,難易度は

非常に緩やかに変化していっていることが分かる。

Flesch-Kincaid Grade Levelを見てもbooklの

学年設定は高いもののbook5での到達学年は

5.5学年と最も低くなっており,全体としてかな

り読みやすい教科書といえるのではないだろうか。

JackandBettyもSunshineと同じように難易度

の変化は非常に緩やかであり,読みやすい教科書

であることが分かる。戦後の二つの教科書がこの

ような特徴をもって.いることは,当然学習指導要

領の影響であることは想像に難くない。戦後の教

科書は戦前の教科書に比べて新語の密度が高いも

のの文章自体の難度の推移は緩やかであり,その

代わり到達目標もそれほど高くなく学習者にとっ

て無理のないものになっているのである。

文法事項の使用頻度

文法事項(本論文では特に受動態と関係代名詞)
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の使用頻度についての比較を行なった。

受動態については, Jack and BettyとSunshine

の値が近似しており,受動態がbook3で初めて

導入されていることが分かる。またGlobeでは受

動態はbook2から導入されており,それ以降は

ほぼ一定の割合で導入されていることが分かる.

またこの受動態の割合の変化がReadabilityに影

響していることはグラフから明らかであろう。

book

図8　PassiveSentences

関係代名詞の初出時期と出現頻度については,

総語数の多きをある程度反映してNationalと

standardがGlobe, Jack and Betty, Sunshineと比

べてかなり高くなっている。また後者のグループ

の教科書で関係代名詞は,ある程度難しい言語材

料と目されていることもあるためかbook3や4

から本格的に導入されるなどの配慮がなされてい

ることが分かる　Sunshineでは学習指導要領に

基づき関係代名詞の中学校での導入は理解に留め

る程度となっていることを反映していると思われ

るが,全巻を通してみても他の教科書に比べかな

り少なくなっており,そのこともReadabilityに

影響しているといえるであろう。

またStandardのReadabilityを表す数値が

book2で急激に上がっていることは先に述べた

が,そのことは受動態と関係代名詞の出現頻度が

book2で急激に伸びていることとも関連してい

るであろう。この理由としては,各教科書を構成

する課の内容や文体との関連が考えられる。小篠・

中村(2001)によるとStandardのbooklでは物

語・韻文,日常会話・手紙が内容の大半を占めて

いるがbook2以降は歴史・科学・文化について

の課が多くなる。一般に科学や歴史についての

文章では受動態やいわゆる長い文が増えるといわ

表2　関係代名詞の数

教 科 書 W h 0主 格 w h ic h主 th at主 格 合 計

G R - 1 0 0 0 0

G R - 2 5 1 7 1 3

G R ー3 1 6 1 6 9 4 1

G R - 4 4 0 2 2 1 9 8 1

G R - 5 1 9 2 4 2 2 6 5

S D - 1 1 2 7 1 0

S D - 2 4 1 2 2 1 5 7 8

S D - 3 8 8 6 5 5 4 2 0 7

S D - 4 1 1 0 9 5 8 5 2 9 0

S D ー5 1 0 6 7 3 9 9 2 7 8

N R - 1 2 0 1 3

N R - 2 3 3 9 15

N R - 3 1 9 1 0 3 2 6 1

N R - 4 4 6 4 8 6 7 1 6 1

N R - 5 9 3 9 1 1 5 1 3 3 5

J B - 1 0 0 0 0

J B - 2 0 0 0 0

J B - 3 1 7 14 1 7 4 8

J B ー4 l l 1 2 1 0 3 1 2 6

J B - 5 3 5 1 9 4 0 9 4

S u n - 1 0 0 0 . 0

S u n - 2 0 0 0 0

S u n - 3 5 3 0 8

S u n - 4 2 2 4 1 8 4 4

S u n - 5 2 1 1 3 5 3 9

れていることを考えると,各課で扱われている

内容とそこで用いられている文体が教科書の

Readabilityに影響しているということは妥当な

ことに思われる。なお, Standardだけでなく

NationalとGlobeについても同様に,巻の難度

が急に上がる時期と歴史・科学・文化についての

課が多くなる時期は一致しており,いずれも

book3であった。

く結　論)

以上のような各教科書の量的分析からまず言え

ることは, 5つの教科書がNationalとStandard,

GlobeとJack andBettyとSunshineという二つの

グループに大別されることである.これまで幾度

も指摘したとおり,戦後の教科書は学習指導要領

に基づいて編集されているためにある程度似通っ

た分析結果を示すこ.とは想像できたが,題材の

選定や内容についての印象だけでなく語桑や

Readabilityなど量的な側面でもGlobeが戦後の

教科書と似通っていることも新たに分かった。こ

の理由としては教科書の著者が日本人か外国人か



によることのほかにも,やはりGlobeによってそ

の後の教科書の方向性が決定づけられいまだに受

け継がれているということもあるかもしれない。

(このことをより厳密に実証するには,日本人学

習者のために英語母語話者が著した教科書を同じ

土俵に載せて計量的に分析する必要がある。)今

回の分析の結果はGlobeが当時から他の英語教科

書に多大な影響を与えたことや「現在でも十分に

通用する優れたもの」 (高梨・出来(1993)少.231)

であるという印象を裏付けるものであった。ただ

し,その評価が本当にGlobeのみにあたるものな

のか,それともGlobeと同時代の教科書の傾向と

して捉えることができるのかは,今後更なる研究

を要する。

つぎに現行の教科書であるSunshineであるが,

他の教科書に比べ語桑, Readability,文法事項

の頻出状況どれをとってもさほど劇的な変化が見

られなかったことは,やはり学習指導要領によっ

て詳細にまた計画的に決められていることが原因

であろう。ただbooklが他のどの教科書よりも

難しく,緩やかな変化を経て最終的な到達点とし

てはそれほど難しくないレベルに落ち着いている

ということは,限られた授業数の中で着実に英語

力をつけなければならないという現在の教室の事

情や,コミュニケーションに重点が置かれている

ために最初からある程度難しい語や文法事項を導

入しなければならないという背景を反映している

のかもしれない。 (このことを実証するには,更

に今後,他の現行教科書を計量的に分析し,比較

検討する必要がある。)

本論文は明治から現代にわたる五種類の英語教

科書をデジタル化したデータに基づいて量的に分

析し,客観的に比較を行なうことでその教科書の

特徴をつかむことを目指した。本研究で用いられ

た手法は今まで一般的にまた漠然と行なわれてき

た教科書への評価を,その教科書のどの部分がど

のように特徴づけられどのような傾向を生み出し

ているのかというようなことを分析的かつ客観的

な形で提示し,教科書をデータとして価値づける

ことができる。またこの研究方法は,今の段階で

は五種類の教科書を比較するにとどまったが,将

来的には更なる資料を積み上げていくことでこれ

を更に大きなデータベースとし,今回使用したソ

67

フトや方法以外の量的分析をも可能にすることが

できる。また,異なる時代の教科書だけでなく,

外国の教科書も同様に一定の客観的な指標を用い

て分析できるという利点もある。教科書発達史に

おける本研究のような研究方法は,まだ始まった

ばかりではあるが,以上のような大きな可能性を

持っていると言えよう。

この分析手法に質的な調査を交えながら様々な

教科書研究の方法として活用することで,教科書

の更なる包括的な分析が行なわれていくことを期

待する。

く注)

1)ここで注記すべきこととして,本稿では便宜

上Sunshineを一貫性のある教科書として中学

校用をbookl-3とし高等学校用をbook4と5

としたが,そのこととSunshineの編者の編集

の意図とは無関係であり,例えばいわゆる中学

校と高等学校の間の不連続性については現状か

らもある程度予見されたことであった。そのこ

とはたとえ分析結果から指摘できたとしても,

そのようなことを批判することは本研究の目的

ではない.ただ本研究の手法ではデータの一貫

性の点から,教科書をこのように位置付けるこ

ととする。
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Study into the development of English textbooks is still at an early stage, and thus researchers

tend to depend on qualitative study, such as reviewing, or qualitative analysis. Qualitative analysis

has never been challenged in this area because of the large amount of materials and the lack of a

standardized comparative method. This study introduced a new method of quantitative analysis,

using computer software. In this study, we digitized all of the materials and then analyzed them in

terms of the frequency of the vocabulary, their readability, and the frequency of the use of the

relative clause and the passive voice.

This study focused on the post-war English textbooks called New Jack and Betty: Step by Step,

High School English, and Sunshine English Course, referring to the quantitative data of the textbooks

published in the Meiji and Taisho Periods, i.e., The National Readers, The Globe Readers, and The

standardEnglish Readers, used in Umamoto et al. (2001). In so doing, we believe that characteristics

of the post-war English textbooks can be clarified and seen more objectively, and also that the

present analysis will contribute to the historical study of the development of English textbooks in

Japan.




